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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技台に対応して設けられる台間装置であって、
　自装置に対応する遊技台で遊技客が獲得した遊技媒体の計数値を持玉価値として記憶す
る記憶手段と、
　前記持玉価値を関連付ける記録媒体を保持する記録媒体保持手段と、
　前記記録媒体の返却指示を受け付けた場合に、前記持玉価値が予め指定された所定の閾
値未満であれば、前記記録媒体保持手段に対する前記記録媒体の返却指示に代えて前記持
玉価値に相当する遊技媒体の払い出しを指示する指示手段と
　を備えたことを特徴とする台間装置。
【請求項２】
　前記指示手段は、
　前記記録媒体保持手段に対する前記記録媒体の返却指示に代えて前記持玉価値に相当す
る遊技媒体の払い出しを行う条件に合致した場合であっても、予め指定された時間帯に該
当するならば、前記持玉価値に相当する遊技媒体の払い出し指示に代えて前記記録媒体保
持手段に対して前記持玉価値が関連付けられた前記記録媒体の返却を指示することを特徴
とする請求項１に記載の台間装置。
【請求項３】
　前記指示手段は、
　前記記録媒体保持手段に対する前記記録媒体の返却指示に代えて前記持玉価値に相当す
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る遊技媒体の払い出しを行う条件に合致した場合であっても、前記記録媒体保持手段が保
持する前記記録媒体が遊技店の会員に対して返却された会員用記録媒体であれば、前記持
玉価値に相当する遊技媒体の払い出し指示に代えて前記記録媒体保持手段に対して前記持
玉価値が関連付けられた前記会員用記録媒体の返却を指示することを特徴とする請求項１
または２に記載の台間装置。
【請求項４】
　前記指示手段は、
　前記記録媒体保持手段に対する前記記録媒体の返却指示に代えて前記持玉価値に相当す
る遊技媒体の払い出しを行う条件に合致した場合であっても、前記記録媒体保持手段が保
持する前記記録媒体についてプリペイド価値が残存していれば、前記持玉価値に相当する
遊技媒体の払い出し指示に代えて前記記録媒体保持手段に対して前記持玉価値が関連付け
られた前記記録媒体の返却を指示することを特徴とする請求項１、２または３に記載の台
間装置。
【請求項５】
　前記予め指定された時間帯は、
　遊技店が閉店するまでの残り時間が所定の時間以下となる時間帯であることを特徴とす
る請求項２、３または４に記載の台間装置。
【請求項６】
　前記予め指定された閾値は、
　最小特殊景品交換数未満の媒体数であることを特徴とする請求項１～５のいずれか一つ
に記載の台間装置。
【請求項７】
　遊技台に対応して設けられる台間装置と前記台間装置をネットワーク経由で管理する管
理装置とで遊技媒体の払い出しを行う遊技媒体払出システムであって、
　前記台間装置は、
　自装置に対応する遊技台で遊技客が獲得した遊技媒体の計数値を持玉価値として前記管
理装置へ送信する送信手段と、
　前記持玉価値を関連付ける記録媒体を保持する記録媒体保持手段と、
　前記記録媒体の返却指示を受け付けた場合に、前記管理装置へ前記持玉価値を問い合わ
せるとともに、応答として受け取った前記持玉価値が予め指定された所定の閾値以下であ
れば、前記記録媒体保持手段に対する前記記録媒体の返却指示に代えて前記持玉価値に相
当する遊技媒体の払い出しを指示する指示手段と
　を備え、
　前記管理装置は、
　前記台間装置から受信した前記持玉価値を当該台間装置と対応付けて記憶する記憶手段
と、
　前記台間装置から前記持玉価値の問い合わせを受けた場合に、当該台間装置に対応付け
られた前記持玉価値を当該台間装置へ応答する応答手段と
　を備えたことを特徴とする遊技媒体払出システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、遊技台に対応して設けられる台間装置および遊技媒体払出システムに関し
、特に、カードの破損・破棄・持ち帰りによる遊技店の不利益を軽減することができる台
間装置および遊技媒体払出システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、パチンコ店などの遊技店に設置されるパチンコ機やパチスロ機といった遊技
機と並設され、紙幣や硬貨といった貨幣を受け付けてパチンコ玉やメダルといった遊技媒
体を貸し出す貸出処理機（以下、「台間装置」と記載する）が知られている。また、遊技



(3) JP 5225112 B2 2013.7.3

10

20

30

40

50

機において遊技客が獲得した遊技媒体の数量を各台間装置と接続された計数部が計数する
、いわゆる各台計数方式も知られてきた（たとえば、特許文献１参照）。
【０００３】
　かかる各台計数方式に対応した台間装置では、計数部に投入された遊技媒体の数量（以
下、「計数値」と記載する）を計数し、ＩＣ（Integrated　Circuit）カードなどの情報
記憶が可能なカードに対して計数値を関連付ける。このように、各台計数方式に対応した
台間装置は、遊技客が獲得した遊技媒体の数量を計数値として管理するので、遊技客は、
自身が獲得した持玉を払い出して遊技することができる。
【０００４】
　そして、遊技客が遊技台で持玉を獲得したうえで遊技を終了し、カード返却操作を行っ
た場合には、返却されるカードには、持玉価値（各台計数による計数値）が関連付けられ
る。
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２２９１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記した従来技術では、遊技客が獲得した持玉の数に関係なく、カード
返却ボタンの押下によってカードが返却される。このため、最小の特殊景品との交換数に
も満たない少量の持玉価値であっても、カードに関連付けられて遊技客へ返却されること
になる。ところが、このような少量の持玉価値が関連付けられたカードは、遊技客によっ
て破損させられてしまったり、破棄されてしまったりすることも多い。
【０００７】
　ここで、カードコストは、１枚あたり５００円～１０００円と高額であるために、少量
の持玉価値しか関連付けられていないことを理由に破損・破棄されてしまうと、遊技店は
不利益を被ることになる。
【０００８】
　これらのことから、カードの破損・破棄・持ち帰りによる遊技店の不利益を軽減するこ
とができる台間装置あるいは遊技媒体払出システムをいかにして実現するかが大きな課題
となっている。
【０００９】
　本発明は、上述した従来技術による問題点を解消するためになされたものであって、カ
ードの破損・破棄・持ち帰りによる遊技店の不利益を軽減することができる台間装置およ
び遊技媒体払出システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、本発明は、遊技台に対応して設けられる
台間装置であって、自装置に対応する遊技台で遊技客が獲得した遊技媒体の計数値を持玉
価値として記憶する記憶手段と、前記持玉価値を関連付ける記録媒体を保持する記録媒体
保持手段と、前記記録媒体の返却指示を受け付けた場合に、前記持玉価値が予め指定され
た所定の閾値未満であれば、前記記録媒体保持手段に対する前記記録媒体の返却指示に代
えて前記持玉価値に相当する遊技媒体の払い出しを指示する指示手段とを備えたことを特
徴とする。
【００１１】
　また、本発明は、上記の発明において、前記指示手段は、前記記録媒体保持手段に対す
る前記記録媒体の返却指示に代えて前記持玉価値に相当する遊技媒体の払い出しを行う条
件に合致した場合であっても、予め指定された時間帯に該当するならば、前記持玉価値に
相当する遊技媒体の払い出し指示に代えて前記記録媒体保持手段に対して前記持玉価値が
関連付けられた前記記録媒体の返却を指示することを特徴とする。
【００１２】
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　また、本発明は、上記の発明において、前記指示手段は、前記記録媒体保持手段に対す
る前記記録媒体の返却指示に代えて前記持玉価値に相当する遊技媒体の払い出しを行う条
件に合致した場合であっても、前記記録媒体保持手段が保持する前記記録媒体が遊技店の
会員に対して返却された会員用記録媒体であれば、前記持玉価値に相当する遊技媒体の払
い出し指示に代えて前記記録媒体保持手段に対して前記持玉価値が関連付けられた前記会
員用記録媒体の返却を指示することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明は、上記の発明において、前記指示手段は、前記記録媒体保持手段に対す
る前記記録媒体の返却指示に代えて前記持玉価値に相当する遊技媒体の払い出しを行う条
件に合致した場合であっても、前記記録媒体保持手段が保持する前記記録媒体についてプ
リペイド価値が残存していれば、前記持玉価値に相当する遊技媒体の払い出し指示に代え
て前記記録媒体保持手段に対して前記持玉価値が関連付けられた前記記録媒体の返却を指
示することを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明は、上記の発明において、前記予め指定された時間帯は、遊技店が閉店す
るまでの残り時間が所定の時間以下となる時間帯であることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明は、上記の発明において、前記予め指定された閾値は、最小特殊景品交換
数未満の媒体数であることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明は、遊技台に対応して設けられる台間装置と前記台間装置をネットワーク
経由で管理する管理装置とで遊技媒体の払い出しを行う遊技媒体払出システムであって、
前記台間装置は、自装置に対応する遊技台で遊技客が獲得した遊技媒体の計数値を持玉価
値として前記管理装置へ送信する送信手段と、前記持玉価値を関連付ける記録媒体を保持
する記録媒体保持手段と、前記記録媒体の返却指示を受け付けた場合に、前記管理装置へ
前記持玉価値を問い合わせるとともに、応答として受け取った前記持玉価値が予め指定さ
れた所定の閾値以下であれば、前記記録媒体保持手段に対する前記記録媒体の返却指示に
代えて前記持玉価値に相当する遊技媒体の払い出しを指示する指示手段とを備え、前記管
理装置は、前記台間装置から受信した前記持玉価値を当該台間装置と対応付けて記憶する
記憶手段と、前記台間装置から前記持玉価値の問い合わせを受けた場合に、当該台間装置
に対応付けられた前記持玉価値を当該台間装置へ応答する応答手段とを備えたことを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、自装置に対応する遊技台で遊技客が獲得した遊技媒体の計数値を持玉
価値として記憶し、持玉価値を関連付ける記録媒体を保持し、記録媒体の返却指示を受け
付けた場合に、持玉価値が予め指定された所定の閾値未満であれば、記録媒体の返却指示
に代えて持玉価値に相当する遊技媒体の払い出しを指示することとしたので、少量の持玉
価値をカードに対して価値付ける代わりに遊技媒体の払い出しを行うことで、カードの破
損・破棄・持ち帰りによる遊技店の不利益を軽減することができるという効果を奏する。
【００１８】
　また、本発明によれば、記録媒体の返却指示に代えて持玉価値に相当する遊技媒体の払
い出しを行う条件に合致した場合であっても、予め指定された時間帯に該当するならば、
持玉価値に相当する遊技媒体の払い出し指示に代えて持玉価値が関連付けられた記録媒体
の返却を指示することとしたので、少量の持玉価値の場合に一律に遊技媒体の払い出しを
行うのではなく持玉価値を価値付けた記録媒体の返却も可能とすることで、遊技客の利便
性を向上させることができるという効果を奏する。
【００１９】
　また、本発明によれば、記録媒体の返却指示に代えて持玉価値に相当する遊技媒体の払
い出しを行う条件に合致した場合であっても、保持する記録媒体が遊技店の会員に対して
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返却された会員用記録媒体であれば、持玉価値に相当する遊技媒体の払い出し指示に代え
て持玉価値が関連付けられた会員用記録媒体の返却を指示することとしたので、破損・破
棄といった被害が発生しない会員用記録媒体については、少量の持玉価値であっても記録
媒体による返却を行うことで、会員の利便性を向上させることができるという効果を奏す
る。
【００２０】
　また、本発明によれば、記録媒体の返却指示に代えて持玉価値に相当する遊技媒体の払
い出しを行う条件に合致した場合であっても、保持する記録媒体についてプリペイド価値
が残存していれば、持玉価値に相当する遊技媒体の払い出し指示に代えて持玉価値が関連
付けられた記録媒体の返却を指示することとしたので、プリペイド価値が残存した記録媒
体については常に返却することで、会員の利便性を向上させることができるという効果を
奏する。
【００２１】
　また、本発明によれば、予め指定された時間帯は、遊技店が閉店するまでの残り時間が
所定の時間以下となる時間帯であることとしたので、閉店間際で遊技をやめたい遊技客に
対して少量の遊技媒体を払い出して遊技客が遊技を継続せざるをえない状況を回避するこ
とで、遊技客の利便性を向上させることができるという効果を奏する。また、少量の遊技
媒体を払い出された遊技客が遊技を継続することによる遊技客の退店時間の遅れを防止す
ることで、遊技店の閉店作業を迅速に行うことができるという効果を奏する。
【００２２】
　また、本発明によれば、予め指定された閾値は、最小特殊景品交換数未満の媒体数であ
ることとしたので、特殊景品との交換が可能である持玉価値である場合には、遊技媒体の
払い出し対象とはしないことで、遊技客の不利益を最小限にとどめることができるという
効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下に添付図面を参照して、本発明に係る台間装置および遊技媒体払出システムの実施
例を詳細に説明する。なお、以下の説明では、パチンコ店などの遊技店に設置されるパチ
ンコ機やパチスロ機といった遊技機と併設された計数機能付き台間装置（以下、単に「台
間装置」と記載する）が、カード返却や遊技媒体払い出しを行う場合について説明する。
【００２４】
　まず、実施例の詳細な説明に先立って、本発明に係る遊技媒体払出手法の概要について
図１を用いて説明する。図１は、本発明に係る遊技媒体払出手法の概要を示す図である。
【００２５】
　図１に示すように、台間装置１０は、各遊技台に併設されており、遊技台で遊技客が獲
得した遊技媒体（持玉）を計数する。また、台間装置１０は、遊技店の会員に対して配布
される会員カードを受け付けて装置内に取り込み保持するとともに、一般の遊技客用の一
般カードを受け付けて装置内に取り込み保持する。そして、遊技を終えた遊技客がカード
返却ボタンを押下するなどしてカードの返却を指示した場合には、保持していたカードを
返却する。
【００２６】
　なお、一般カードについては、所定枚数を予め装置内に保持しており、現金による遊技
を行って持玉を得た遊技客に対しては、装置内に保持していた一般カードを返却するもの
とする。
【００２７】
　ここで、本発明に係る遊技媒体払出手法では、遊技媒体の計数によって持玉価値が発生
した状態において（同図の（１）参照）、カード返却操作が行われると（同図の（２）参
照）、持玉価値の大小といった条件に応じて「持玉価値を関連付けたカードの返却」また
は「持玉価値に相当する遊技媒体の払出」のいずれかを選択する点に主たる特徴がある。
【００２８】
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　具体的には、持玉価値が、予め設定された所定の閾値以下であれば、カードの返却を行
わず（同図の（３ａ）参照）、持玉価値に相当する遊技媒体の払出を行う（同図の（３ｂ
）参照）。
【００２９】
　このようにすることで、少量の持玉価値が価値付けられたカードについては、遊技客に
対して返却されることがないので、持玉価値が少量であることを理由に、カードを破損さ
れたり、破棄されたり、紛失されたり、といった事態を回避することができる。
【００３０】
　なお、図１に示した処理の対象は一般カードであり、会員カードは対象としない。これ
は、会員カードの所有者が会員（遊技客）であり、会員カードの破損や破棄は遊技店の損
失とはならないためである。また、会員（遊技客）も自己が所有する会員カードについて
は、粗末に扱わないと考えられるためである。また、一般カードであっても、プリペイド
価値が残存している場合には、カード返却を行う。
【００３１】
　このように、本発明に係る遊技媒体払出手法では、持玉価値が少量である場合には、原
則としてカード返却に代えて遊技媒体の払い出しを行う。しかし、少量の持玉価値を一律
に遊技媒体の払い出しで対処しようとすると、遊技客あるいは遊技店に不利益が生じる場
合がある。
【００３２】
　たとえば、遊技店の閉店間際などのように、すぐにでも遊技客が遊技を終了したい場面
では、少量の持玉価値が遊技媒体で払い出されると、遊技客は、払い出された遊技媒体で
遊技を続けざるを得ず、退店したくても退店できない状況に陥ってしまう。また、遊技店
としても、少量の遊技媒体を払い出された遊技客が遊技を続けていると、閉店作業を円滑
に進めることができなくなる。
【００３３】
　このため、本発明に係る遊技媒体払出手法では、持玉価値が少量である場合には、原則
としてカード返却に代えて遊技媒体の払い出しを行いつつ、所定の条件を満たした場合に
は、少量の持玉価値であってもカード返却を行う例外処理を行うこととした。なお、かか
る例外処理の詳細については、図７等を用いて後述することとする。
【００３４】
　以下では、図１を用いて説明した遊技媒体払出手法を適用した台間装置１０についての
実施例を詳細に説明する。
【実施例】
【００３５】
　図２は、本実施例に係る台間装置１０が接続されるネットワーク環境を示す図である。
同図に示すように、遊技台１００ごとに設けられる台間装置１０は、店舗内ＬＡＮ（Loca
l　Area　Network）２０などのネットワーク経由で、管理装置２００、島コントローラ３
００、精算機４００、景品管理機５００、カード処理機６００、景品払出機といった各機
器と接続されている。なお、遊技媒体払出システムは、台間装置１０と、管理装置２００
とから構成される。
【００３６】
　また、島コントローラ３００は、台間装置１０および遊技台１００が設置される遊技島
ごとに設けられる中継装置であり、管理装置２００／台間装置１０間、あるいは、管理装
置２００／遊技台１００間の通信データを中継する。
【００３７】
　ここで、台間装置１０がカードを返却した場合、カードを返却された遊技客は、カード
を精算機４００へ挿入することで、プリペイド価値（プリペイド残額）に応じた貨幣を受
け取る。また、遊技客は、景品交換コーナーへカードを持参し、カード処理機６００にカ
ードをかざしたり挿入したりする。そして、遊技店の従業員が景品管理機５００や景品払
出機７００を操作することで、遊技客は、持玉価値に応じた景品を受け取ることになる。
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【００３８】
　なお、同図に示すように、管理装置２００は、カード（記録媒体）に関連付けられる価
値を管理する記録媒体管理ＤＢ（データベース）２０１を有している。そして、記録媒体
管理ＤＢ２０１は、プリペイド価値を管理するプリペイドカードＤＢ（データベース）２
０１ａと、遊技客が獲得した遊技媒体を換金したり景品交換したりすることなく遊技店へ
預けておくことを指す貯玉を管理する貯玉ＤＢ（データベース）２０１ｂと、遊技店が獲
得した持玉価値を管理する持玉ＤＢ（データベース）２０１ｃとから構成される。
【００３９】
　たとえば、台間装置１０が返却するカードに価値付けられる持玉価値やプリペイド価値
は、管理装置２００が管理するプリペイドカードＤＢ２０１ａや、持玉ＤＢ２０１ｃによ
っても管理されている。
【００４０】
　次に、本実施例に係る台間装置１０の構成について図３を用いて説明する。図３は、台
間装置１０の構成を示すブロック図である。なお、同図には、台間装置１０の特徴を説明
するために必要な構成要素のみを示しており、一般的な構成要素についての記載を省略し
ている。
【００４１】
　同図に示すように、台間装置１０は、通信部１１と、操作部１２と、カード保持部１３
と、払出部１４と、計数部１５と、制御部１６と、記憶部１７とを備えている。また、制
御部１６は、設定部１６ａと、カード返却指示部１６ｂとをさらに備えており、記憶部１
７は、カード返却制限情報１７ａと、持玉情報１７ｂとを記憶する。
【００４２】
　通信部１１は、ＬＡＮ（Local　Area　Network）ボードなどの通信デバイスで構成され
、図２に示した店舗内ＬＡＮ２０経由で、管理装置２００からカード返却制限情報１７ａ
などの情報を受信するとともに、管理装置２００に対して持玉情報１７ｂなどの情報を送
信する処理を行う。
【００４３】
　操作部１２は、台間装置１０に対する操作を受け付けるデバイスである。この操作部１
２は、たとえば、カード返却ボタンに相当する「返却ボタン」を有しており、カードの返
却を要求する遊技客によって返却ボタンが押下された場合には、カード返却要求があった
旨を示す信号を、制御部１６のカード返却指示部１６ｂに対して通知する。
【００４４】
　カード保持部１３は、台間装置１０にあらかじめ装填された内蔵カード（一般カード）
や、遊技店の会員に対して返却される会員カードなどのカードを保持する。ここで、内蔵
カード（一般カード）は、遊技店の開店前などにカード保持部１３へあらかじめ複数枚装
填されており、持玉価値やプリペイド価値が関連付けられたうえで返却される。
【００４５】
　内蔵カード（一般カード）を返却された遊技客は、遊技台を変更して再遊技する場合、
返却された内蔵カードを他の台間装置１０のカード保持部１３へ挿入することで、内蔵カ
ード（一般カード）に関連付けられた持玉価値やプリペイド価値を利用することができる
。なお、持玉価値やプリペイド価値が使い切られた場合には、かかるカードは、カード保
持部１３によってそのまま収容され、あらかじめ装填されたカードと同様の取扱いとなる
。
【００４６】
　また、カード保持部１３が会員カードを受け付けた場合には、遊技客は、会員カードに
関連付けられた持玉価値やプリペイド価値を利用することができる。ただし、会員カード
は、持玉価値やプリペイド価値が使い切られた場合であっても返却される点で内蔵カード
（一般カード）とは異なる。なお、カード保持部１３は、カードへのデータ書き込みおよ
びカードからのデータ読み出しを行うカードＲ／Ｗ（リーダ／ライタ）を有しているもの
とする。
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【００４７】
　また、カード保持部１３は、たとえば、一般カードが挿入された場合には、かかる一般
カードを保持し、遊技客が返却ボタンを押下してカード返却指示部１６ｂからカード返却
指示を受けた場合に限り、所定の価値を価値付けたうえで保持していた一般カードを返却
する。
【００４８】
　払出部１４は、遊技客に対して遊技媒体の払い出しを行うデバイスである。また、払出
部１４は、カード返却指示部１６ｂから遊技媒体の払い出し指示を受けた場合には、持玉
価値に相当する遊技媒体の払い出しを行う。
【００４９】
　計数部１４は、遊技客が獲得した遊技媒体（たとえば、パチンコ玉）を計数し、計数し
た計数値を持玉情報１７ｂとして記憶部１７に記憶させる。なお、かかる計数値がカウン
トアップされるたびに持玉情報１７ｂは更新されるものとする。
【００５０】
　ここで、図３に示した台間装置１０の外観構成について図４を用いて説明しておく。図
４は、台間装置１０の外観図である。なお、同図には、台間装置１０が併設された遊技台
１００を破線で示している。また、同図では、紙幣のみを受け付ける台間装置１０を示し
ているが、硬貨受け付け用のユニットを備えることとしてもよい。
【００５１】
　図５に示すように、台間装置１０は、台間装置１０の装置状態を所定色のランプの点灯
あるいは点滅で表示する状態表示部５１と、遊技媒体貸し出しのための各種紙幣を受け付
ける紙幣挿入部５２と、遊技店の従業員が携帯するリモコン（携帯端末装置）からの指示
を受け付けるリモコン受光部５３と、７セグ表示部およびテンキー、カードの返却ボタン
といった操作部を含んだ表示／操作部５４とを備えている。
【００５２】
　また、台間装置１０は、持玉等の遊技媒体を払い出すノズルを備えた持玉払出部５５と
、会員カードなどのカードを受け付けるとともに、持玉価値やプリペイド価値が関連付け
られたカードを返却するカード挿入部５６と、遊技客が獲得した遊技媒体（持玉）を計数
する計数部５７と、持玉（獲得玉）を貯留する玉貯留部５８とを備えている。
【００５３】
　ここで、遊技台１００の下皿１００ｃから落下した遊技媒体は、玉貯留部５８を経て計
数部５７へと導かれることになる。
【００５４】
　なお、遊技台１００には、カードの残額や、貸し出された遊技媒体の数などを表示する
表示部１００ａと、遊技媒体の貸し出しを指示する貸出ボタンやカード返却を指示する返
却ボタンといった操作ボタン１００ｂとが設けられる。
【００５５】
　台間装置１０は、同図に示す遊技機１００の下皿１００ｃから落下した持玉（獲得玉）
を玉貯留部５８でいったん貯留し、貯留した持玉（獲得玉）を計数部５７へ導く。そして
、計数部５７で持玉（獲得玉）の数量を計数する。なお、計数後の遊技媒体は、遊技島内
に形成される図示しない遊技媒体回収経路へ排出される。
【００５６】
　そして、台間装置１０に持玉が記憶された状態で、遊技客が持玉払出ボタンを押下した
場合には、持玉（獲得玉）を持玉払出部５５経由で遊技台１００へ投出する。なお、持玉
払出部５５は、紙幣挿入部５２へ紙幣が挿入されたり、カード挿入部５６へプリペイド価
値が関連付けられたカードが挿入されたりして、遊技台１００の貸し出しボタンが押下さ
れた場合の払い出しを併せて行う場合もある。
【００５７】
　なお、図４には、計数部５７が台間装置１０の下部に設けられている場合について示し
たが、計数部５７を、台間装置１０や遊技台１００が設置される遊技島の膳板を貫通させ
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た位置（膳板の下方）に設けることとしてもよい。また、計数部５７を台間装置１０とは
独立した装置として構成することとしてもよい。
【００５８】
　図３の説明に戻り、制御部１６について説明する。制御部１６は、少量の持玉価値であ
る場合に、持玉価値が価値付けられたカード返却を行うか、持玉価値に相当する遊技媒体
の払い出しを行うかを選択する処理を行う処理部である。
【００５９】
　設定部１６ａは、通信部１１経由で管理装置２００から受け取ったカード返却制限情報
１７ａを記憶部１７に対して記憶させる処理を行う処理部である。ここで、カード返却制
限情報１７ａを管理装置２００から受けとるタイミングについては、台間装置１０の設置
時、遊技店の開店前といった所定のタイミングとすることができる。
【００６０】
　ここで、管理装置２００は、カード返却制限情報１７ａを編集する機能を有しており、
編集後のカード返却制限情報１７ａを各台間装置１０に対して一括配信するものとする。
なお、本実施例では、設定部１６ａが管理装置２００からカード返却制限情報１７ａを受
け取る場合について示したが、表示／操作部５４（図４参照）経由でカード返却制限情報
１７ａを受け取ることとしてもよい。
【００６１】
　カード返却指示部１６ｂは、操作部１２からカード返却要求があった旨を示す信号を受
け取った場合に、カード返却制限情報１７ａと持玉情報１７ｂとを対比することで、持玉
価値が価値付けられたカードの返却を行うか、持玉価値に相当する遊技媒体の払い出しを
行うかを判定し、カード保持部１３または払出部１４へ各指示を行う処理部である。また
、カード返却指示部１６ｂは、カード保持部１３からカード種別（一般カードまたは会員
カード）を受け取り、カード種別に応じた処理を行う処理部でもある。
【００６２】
　具体的には、カード返却指示部１６ｂは、カード種別が一般カードであって、持玉情報
１７ｂにおける持玉価値が、カード返却制限情報１７ａにおける閾値（設定個数）未満で
ある場合には、払出部１４に対して持玉価値に相当する遊技媒体の払い出しを指示する。
一方、持玉価値が設定個数以上である場合には、カード保持部１３に対して持玉価値を関
連付けたカードの返却を指示する。
【００６３】
　なお、カード返却指示部１６ｂは、カード種別が会員カードである場合には、持玉価値
の大小に関わらず、カード保持部１３に対して持玉価値を関連付けたカードの返却を指示
する。また、カード返却指示部１６ｂは、カードに対してプリペイド価値が価値付けられ
ている場合には、カード種別あるいは設定個数に関わらず、カード保持部１３に対して持
玉価値を関連付けたカードの返却を指示する。
【００６４】
　ここで、カード返却指示部１６ｂの指示例について図５を用いて説明しておく。図５は
、カード返却指示部１６ｂの指示例を示す図である。なお、同図の（Ａ）には、前提とす
るカード返却制限情報１７ａの内容を、同図の（Ｂ－１）～（Ｂ－３）には、カード種別
あるいは持玉数を仮定した場合における指示内容を、それぞれ示している。
【００６５】
　図５の（Ａ）に示したように、カード返却制限情報１７ａには、設定個数として１２５
個が定義されているものとする。ここで、「１２５個」とは、パチンコ玉について東京に
おける最小特殊景品の額（５００円）に対応する個数である。以下では、設定個数が１２
５個であることを前提として説明する。
【００６６】
　図５の（Ｂ―１）に示したように、持玉数が１５００個であり、カード種別が一般カー
ドである場合には、持玉数（１５００個）は、設定個数（１２５個）以上であるので、カ
ード返却指示部１６ｂは、カード保持部１３に対して持玉数（１５００個）が関連付けら
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れた一般カードの返却を指示する。
【００６７】
　一方、図５の（Ｂ－２）に示したように、持玉数が１００個であり、カード種別が一般
カードである場合には、持玉数（１００個）は、設定個数（１２５個）未満であるので、
カード返却指示部１６ｂは、払出部１４に対して持玉数（１００個）と同数の遊技媒体の
払い出しを指示する。
【００６８】
　ところで、図５の（Ｂ－３）に示したように、持玉数が１００個であり、カード種別が
会員カードである場合には、持玉数（１００個）は、設定個数（１２５個）未満ではある
が、カード返却指示部１６ｂは、カード保持部１３に対して持玉数（１００個）が関連付
けられた会員カードの返却を指示する。このように、カード種別が会員カードの場合には
、持玉価値の大小にかかわらずカード返却を行うことになる。
【００６９】
　図２の説明に戻り、記憶部１７について説明する。記憶部１７は、不揮発性メモリやハ
ードディスクドライブといった記憶デバイスで構成される記憶部であり、カード返却制限
情報１７ａおよび持玉情報１７ｂを記憶する。
【００７０】
　カード返却制限情報１７ａは、図５を用いて既に説明したように、カード返却を許可す
る最小の持玉数（設定個数）を定義した情報である。すなわち、持玉数が設定個数以上で
あれば、原則としてカード返却が許可され、持玉数が設定個数未満であれば、原則として
カード返却を不許可となり、カード返却の代わりに遊技媒体の払い出しが行われることに
なる。
【００７１】
　持玉情報１７ｂは、計数部１５による計数結果であり、計数部１５が遊技媒体を計数す
るたびにあらたな計数値へと更新される。また、持玉情報１７ｂは、持玉の払い出しが行
われた場合には減算され、カード保持部１３によって持玉価値を反映したカードが返却さ
れた場合には０へクリアされる。
【００７２】
　次に、台間装置１０が実行する処理手順について図６を用いて説明する。図６は、台間
装置１０が実行する処理手順を示すフローチャートである。同図に示すように、カード返
却指示部１６ｂは、操作部１２からカード返却指示を受け付けたならば（ステップＳ１０
１）、持玉情報１７ｂに含まれる持玉数を確認する（ステップＳ１０２）。
【００７３】
　つづいて、カード返却指示部１６ｂは、ステップＳ１０２で確認した持玉数と、カード
返却制限情報１７ａの設定個数とを比較し、持玉数が設定個数以上であるか否かを判定す
る（ステップＳ１０３）。そして、持玉数が設定個数以上である場合には（ステップＳ１
０３，Ｙｅｓ）、カード保持部１３に対して持玉数情報更新（カード書込み）を指示する
（ステップＳ１０４）。
【００７４】
　そして、カード返却指示部１６ｂからカード返却指示を受けたカード保持部１３は、カ
ード返却を行い（ステップＳ１０５）、処理を終了する。一方、ステップＳ１０３の判定
条件を満たさなかった場合、すなわち、持玉数が設定個数未満である場合には（ステップ
Ｓ１０３，Ｎｏ）、プリペイド残額があるか否かを判定する（ステップＳ１０６）。
【００７５】
　そして、プリペイド残額がある場合には（ステップＳ１０６，Ｙｅｓ）、カード保持部
１３に対して持玉数情報更新（カード書込み）を指示し（ステップＳ１０４）、カード返
却指示部１６ｂからカード返却指示を受けたカード保持部１３は、カード返却を行い（ス
テップＳ１０５）、処理を終了する。
【００７６】
　一方、ステップＳ１０６の判定条件を満たさなかった場合には（ステップＳ１０６，Ｎ
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ｏ）、カード返却指示部１６ｂは、払出部１４に対して持玉数に相当する遊技媒体の払い
出しを指示し、かかる払い出し指示を受けた払出部１４は、持玉数払出を行い（ステップ
Ｓ１０７）、処理を終了する。
【００７７】
　ところで、これまでは、カード返却制限情報１７ａにカード返却を許可する最小の持玉
数（設定個数）を定義する場合について説明してきたが、さらに、カード返却を例外的に
許可する時間帯（例外時間帯）を定義することもできる。そこで、以下では、カード返却
制限情報１７ａに設定個数および例外時間帯を定義する場合について説明する。
【００７８】
　図７は、例外時間帯を付加した場合におけるカード返却指示部の指示例を示す図である
。なお、同図の（Ａ）には、前提とするカード返却制限情報１７ａの内容を、同図の（Ｂ
－１）～（Ｂ－３）には、現在時刻あるいは持玉数を仮定した場合における指示内容を、
それぞれ示している。
【００７９】
　図７の（Ａ）に示したように、カード返却制限情報１７ａには、設定個数として１２５
個が定義されているものとする。また、カード返却制限情報１７ａには、例外時間帯とし
て「２２時３０分以降」が定義されているものとする。ここで、図７の（Ａ）に例示した
「２２時３０分以降」は、２３時が閉店時間である場合の定義例である。
【００８０】
　なお、「１０時（開店時間）から２２時３０分」などのように、少量の持玉価値に相当
する遊技媒体の払出を許可する時間帯を定義することとしてもよい。以下では、設定個数
が１２５個であり、例外時間帯が２２時３０分以降であることを前提として説明する。
【００８１】
　図７の（Ｂ―１）に示したように、持玉数が１５００個であり、現在時刻が２０時００
分である場合には、持玉数（１５００個）は、設定個数（１２５個）以上であるので、現
在時刻に関わらず、カード返却指示部１６ｂは、カード保持部１３に対して持玉数（１５
００個）が関連付けられた一般カードの返却を指示する。
【００８２】
　また、図７の（Ｂ－２）に示したように、持玉数が１００個であり、現在時刻が２０時
００分である場合には、持玉数（１００個）は、設定個数（１２５個）未満であり、現在
時刻（２０時００分）についても例外時間帯（２２時３０分以降）には該当しないので、
カード返却指示部１６ｂは、払出部１４に対して持玉数（１００個）と同数の遊技媒体の
払い出しを指示する。
【００８３】
　一方、図７の（Ｂ－３）に示したように、持玉数が１００個であり、現在時刻が２２時
４５分である場合には、持玉数（１００個）は、設定個数（１２５個）未満であるため、
本来ならば、持玉数（１００個）と同数の遊技媒体の払い出しを指示することになる（図
５の（Ｂ－２）参照）。しかし、現在時刻（２２時４５分）は、例外時間帯（２２時３０
分以降）に該当するので、カード返却指示部１６ｂは、カード保持部１３に対して持玉数
（１００個）が関連付けられた一般カードの返却を指示する。
【００８４】
　このように、閉店間際の時間帯のように、少量の持玉価値について遊技媒体の払い出し
を行うと遊技客にとっても遊技店にとっても不都合な時間帯については、少量の持玉価値
であっても例外的にカード返却を許可する。
【００８５】
　次に、例外時間帯を付加した場合に台間装置１０が実行する処理手順について図８を用
いて説明する。図８は、例外時間帯を付加した場合に台間装置１０が実行する処理手順を
示すフローチャートである。同図に示すように、カード返却指示部１６ｂは、操作部１２
からカード返却指示を受け付けたならば（ステップＳ２０１）、持玉情報１７ｂに含まれ
る持玉数を確認する（ステップＳ２０２）。
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【００８６】
　つづいて、カード返却指示部１６ｂは、ステップＳ２０２で確認した持玉数と、カード
返却制限情報１７ａの設定個数とを比較し、持玉数が設定個数以上であるか否かを判定す
る（ステップＳ２０３）。そして、持玉数が設定個数以上である場合には（ステップＳ２
０３，Ｙｅｓ）、カード保持部１３に対して持玉数情報更新（カード書込み）を指示する
（ステップＳ２０４）。そして、カード返却指示部１６ｂからカード返却指示を受けたカ
ード保持部１３は、カード返却を行い（ステップＳ２０５）、処理を終了する。
【００８７】
　一方、ステップＳ２０３の判定条件を満たさなかった場合、すなわち、持玉数が設定個
数未満である場合には（ステップＳ２０３，Ｎｏ）、カード返却指示部１６ｂは、現在時
刻の確認を行う（ステップＳ２０６）。ここで、現在時刻は、台間装置１０の図示しない
計時部から取得することとしてもよいし、管理装置２００の図示しない計時部から取得す
ることとしてもよい。
【００８８】
　つづいて、カード返却指示部１６ｂは、ステップＳ２０６で確認した現在時刻と、カー
ド返却制限情報１７ａの例外時間帯とを比較し、現在時刻が例外時間帯に該当するか否か
を判定する（ステップＳ２０７）。
【００８９】
　そして、例外時間帯に該当する場合には（ステップＳ２０７，Ｙｅｓ）、カード保持部
１３に対して持玉数情報更新（カード書込み）を指示する（ステップＳ２０４）。つづい
て、カード返却指示部１６ｂからカード返却指示を受けたカード保持部１３は、カード返
却を行い（ステップＳ２０５）、処理を終了する。
【００９０】
　一方、ステップＳ２０７の判定条件を満たさなかった場合には（ステップＳ２０７，Ｎ
ｏ）、払出部１４に対して持玉数に相当する遊技媒体の払い出しを指示し、かかる払い出
し指示を受けた払出部１４は、持玉数払出を行い（ステップＳ２０８）、処理を終了する
。
【００９１】
　ところで、図７および図８では、所定の条件を満たした場合に（たとえば、閉店間際）
、少量の持玉価値をカードに関連付けて返却する旨を説明した。しかし、このように、少
量の持玉価値が関連付けられたカードを返却すると、特定の時間帯のみとはいえ、遊技店
側には、カードの破損・破棄・持ち帰りによる不利益が発生する可能性がある。
【００９２】
　そこで、以下では、少量の持玉価値が関連付けられて返却されたカードの破損・破棄・
持ち帰りを防止する方策について説明することとする。図９は、遊技媒体払出システムの
変形例を示す図である。なお、同図の（Ａ）には、少量の持玉価値が関連付けられたカー
ドに対して優遇措置を与える場合について、同図の（Ｂ）には、遊技店の出入り口等に、
カード回収装置を設ける場合について、それぞれ示している。
【００９３】
　図９の（Ａ）に示したように、少量の持玉価値が関連付けられたカードを返却された遊
技客は、カードを所持して退店することになる。ここで、カードに価値付けられた持玉価
値は、翌日以降には、貯玉価値へと変換されることが一般的である（同図の（Ａ－１）参
照）。たとえば、図２に示した持玉ＤＢ２０１ｃから貯玉ＤＢ２０１ｂへのデータ移行が
、閉店後の閉店処理時や、翌日の開店処理時といった所定のタイミングで行われることで
、持玉価値は貯玉価値へと変換される。
【００９４】
　しかし、貯玉価値を用いて翌日以降に再遊技する場合には、貯玉手数料を差し引かれる
ことが通常であり、少量の持玉価値がさらに少量となってしまうことから、遊技客は、カ
ードを粗末に扱ってしまう。そこで、本実施例に係る遊技媒体払出システムでは、閉店間
際のように例外的に少量の持玉価値を関連付けたカードを返却した場合には、貯玉手数料
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の優遇措置を与えることとした（同図の（Ａ－２）参照）。
【００９５】
　具体的には、閉店間際のように例外的に少量の持玉価値を関連付けたカードを返却した
場合には、カードあるいは持玉ＤＢ２０１ｃに所定のフラグを付与する。そして、かかる
フラグが付与されたカードで翌日以降に再遊技が行われた場合には、カードＩＤに対応す
る貯玉手数料を０とするなどの優遇措置を与える。なお、貯玉手数料の優遇装置に限らず
、ポイントの付与や、所定のサービスの付与などによって、遊技客の再来店意欲を高める
こととしてもよい。
【００９６】
　また、図９の（Ｂ）に示したように、遊技店の出入り口等にカード回収装置７５０を設
け、かかるカード回収装置７５０でカードの回収を行うこととしてもよい。具体的には、
カード回収装置７５０は、カードを受け付けるとカードＩＤをリードし（同図の（Ｂ－１
）参照）、読み取ったカードＩＤを管理装置２００へ通知する（同図の（Ｂ－２）参照）
。なお、カード回収装置７５０は、図２に示した店舗内ＬＡＮ２０経由で管理装置２００
に接続されているものとする。
【００９７】
　ここで、カード回収装置７５０には、カードの残額は寄付として公共福祉に用いる等の
掲示を行うことで、少額のカードが不要な遊技客からカードを回収することが可能となる
。そして、回収されたカードに関連付けられた持玉価値については、管理装置２００で集
計し、実際に寄付として取り扱うこととすればよい。このようにすることで、カードの破
棄・破損・持ち帰りによるカードコストの損失を低減することができる。
【００９８】
　上述してきたように、本実施例では、記憶部が、自装置に対応する遊技台で遊技客が獲
得した遊技媒体の計数値を持玉価値として記憶し、カード保持部が、持玉価値を関連付け
る記録媒体を保持し、記録媒体の返却指示を受け付けた場合に、持玉価値が予め指定され
た所定の閾値未満であれば、カード返却指示部が、記録媒体の返却指示に代えて持玉価値
に相当する遊技媒体の払い出しを指示するように台間装置を構成した。
【００９９】
　したがって、少量の持玉価値をカードに対して価値付ける代わりに遊技媒体の払い出し
を行うことで、カードの破損・破棄・持ち帰りによる遊技店の不利益を軽減することがで
きる。また、閉店間際などの例外時間帯においては、例外的に、少額カードの返却を許可
することとしたので、遊技客あるいは遊技店の利便性を向上させることができる。
【０１００】
　なお、上述した実施例では、計数部を備えた台間装置に対して本発明を適用した場合に
ついて説明したが、計数部を台間装置とは独立した計数装置として構成して台間装置およ
び計数装置が相互に通信する場合に、本発明を適用することとしてもよい。
【０１０１】
　また、上述した実施例では、玉貸機能と各台計数機能とを兼ね備えた１台の台間装置に
対して本発明を適用した場合について説明したが、玉貸機能を有する第１の台間装置（Ｃ
Ｒユニット）と、各台計数機能を有する第２の台間装置（計数サンド）とを併設するシス
テム（ダブルサンド方式）に対して本発明を適用することとしてもよい。
【０１０２】
　以下では、かかるダブルサンド方式に対して本発明を適用した場合について図１０を用
いて説明する。図１０は、ダブルサンド方式を示す図である。同図に示すように、ダブル
サンド方式の台間装置は、計数サンド８００とＣＲユニット９００とから構成される。
【０１０３】
　計数サンド８００は、各台計数機能を有する台間装置であり、遊技客が獲得した持玉（
獲得玉）を計数するとともに、計数値をメモリなどの記憶部へ記憶する。図１０に示した
ように、計数サンド８００は、計数サンド８００およびＣＲユニット９００の状態を表示
するＷサンド状態表示ランプ８０１と、カード返却ボタン８０２と、玉投出部８０３と、
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一般カードや会員カードといった持玉関連付け用カードに対する読み書きを行う持玉カー
ドＲ／Ｗ８０４と、計数部８０５とを備えている。
【０１０４】
　なお、計数部８０５は、計数値を表示する計数玉表示部８０５ａと玉返却ボタン８０５
ｂとをさらに備えている。計数サンド８００は、玉返却ボタン８０５ｂが押下された場合
には、持玉を玉投出部８０３のノズルから投出する。ここで、持玉がノズルから投出され
ると記憶部上の計数値は減算される。
【０１０５】
　また、計数サンド８００は、カード返却ボタン８０２が押下された場合には、計数値が
所定の閾値以上であれば、一般カードを返却するとともに、計数値が所定の閾値未満であ
れば、持玉（獲得玉）をノズルから投出する。ただし、上記した実施例で既に説明した時
間帯やカード種別（会員カード）によっては、持玉（獲得玉）投出に代えてカード返却を
行う。
【０１０６】
　ＣＲユニット９００は、現金やプリペイドカードを受け付けて玉貸しを行う台間装置で
ある。図１０に示したように、ＣＲユニット９００は、ＣＲユニット９００の状態を表示
するＣＲ状態表示ランプ９０１と、紙幣挿入部９０２と、受け付けた紙幣の残額を表示す
る残額表示部９０３と、各種操作を受け付ける操作部９０４と、プリペイドカードに対す
る読み書きを行うプリペイドカードＲ／Ｗ９０５とを備えている。そして、操作部９０４
は、再プレイボタン９０４ａをさらに備えている。なお、貸玉は、遊技台１００自体から
排出される。
【０１０７】
　ＣＲユニット９００は、プリペイド価値が残存した状態で遊技客による遊技が終了した
場合、たとえば、図示しないカード返却ボタンが押下された場合には、プリペイドカード
Ｒ／Ｗ９０５からカードを返却する。また、ＣＲユニット９００は、会員カードを受け付
けることも可能であり、会員カードによる貯玉再プレイを遊技客へ提供する。ここで、再
プレイ玉についても、遊技台１００自体から排出される。
【産業上の利用可能性】
【０１０８】
　以上のように、本発明に係る台間装置および遊技媒体払出システムは、少額カードの破
損・破棄・持ち帰りの防止に有用であり、特に、各台計数方式を用いた遊技店システムへ
の適用に適している。
【図面の簡単な説明】
【０１０９】
【図１】本発明に係る遊技媒体払出手法の概要を示す図である。
【図２】本実施例に係る台間装置が接続されるネットワーク環境を示す図である。
【図３】台間装置の構成を示すブロック図である。
【図４】台間装置の外観図である。
【図５】カード返却指示部の指示例を示す図である。
【図６】台間装置が実行する処理手順を示すフローチャートである。
【図７】例外時間帯を付加した場合におけるカード返却指示部の指示例を示す図である。
【図８】例外時間帯を付加した場合に台間装置が実行する処理手順を示すフローチャート
である。
【図９】遊技媒体払出システムの変形例を示す図である。
【図１０】ダブルサンド方式を示す図である。
【符号の説明】
【０１１０】
　　１０　　台間装置
　　１１　　通信部
　　１２　　操作部
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　　１３　　カード保持部
　　１４　　払出部
　　１５　　計数部
　　１６　　制御部
　　１６ａ　設定部
　　１６ｂ　カード返却指示部
　　１７　　記憶部
　　１７ａ　カード返却制限情報
　　１７ｂ　持玉情報
　　２０　　店舗内ＬＡＮ
　　５１　　状態表示部
　　５２　　紙幣挿入部
　　５３　　リモコン受光部
　　５４　　表示／操作部
　　５５　　持玉払出部
　　５６　　カード挿入部
　　５７　　計数部
　　５８　　玉貯留部
　１００　　遊技台
　１００ａ　表示部
　１００ｂ　操作ボタン
　１００ｃ　下皿
　２００　　管理装置
　３００　　島コントローラ
　４００　　精算機
　５００　　景品管理機
　６００　　カード処理機
　７００　　景品払出機
　７５０　　カード回収装置
　８００　　計数サンド
　８０１　　Ｗサンド状態表示ランプ
　８０２　　カード返却ボタン
　８０３　　玉投出部
　８０４　　持玉カードＲ／Ｗ
　８０５　　計数部
　８０５ａ　計数玉表示部
　８０５ｂ　玉返却ボタン
　９００　　ＣＲユニット
　９０１　　ＣＲ状態表示ランプ
　９０２　　紙幣挿入部
　９０３　　残額表示部
　９０４　　操作部
　９０４ａ　再プレイボタン
　９０５　　プリペイドカードＲ／Ｗ
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】
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